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資料１ 

 

今後の国際環境協力の取組みの方向骨子（案） 

 

１．世界的な枠組みづくりへの戦略的な関与 

 ○ 重点分野に係る世界的な枠組みづくり 

 ○ 気候変動枠組条約の目的達成を目指した対策の枠組みづくり 

 ○ 環境技術の移転に関する世界的な枠組みづくり 

 ○ 貿易と環境に関する世界的な枠組みづくり 

 

 

２．地域における環境協力の枠組みづくりに向けた我が国のイニシアティブ 

 

（１）二国間の政策対話の推進 

 

（２）効果的な情報ネットワーク等の整備 

 ○ モニタリング体制・ネットワークの整備 

 ○ 環境情報・データの整備 

 

（３）共同研究や研究ネットワークのより一層の推進 

 

（４）開発途上国の環境管理能力向上・環境教育プログラムの開発と実施 

  

（５）我が国 ODAの効果的な活用及び紛争後の復興時における環境協力 
 ○ ODAの活用による政策支援型及び対処能力向上に係る協力の推進 
 ○ 国別援助計画の作成、環境 ODA案件の形成等 
 ○ ODAにおける環境配慮の徹底 
 ○ 紛争後の復興時及び紛争予防のための環境協力 

 ○ 自然災害発生時及び防災のための環境協力 

 

（６）地域・準地域レベルの計画・戦略の作成及び実施 

 ○ 地域・準地域における包括的な共通計画の作成 

 ○ 分野別共通計画の作成等 
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（７）環境管理の点検・評価の仕組みづくり 

 ○ 環境モニタリングの適切な実施と政策との連携 

 

（８）地域における環境管理の枠組みづくり及び枠組みに基づく環境管理の推進 

○ 環境管理の枠組みづくり 

○ 東アジア環境管理計画の策定と計画の実施・点検評価メカニズムの構築 

 

 

３．我が国の多様な主体による環境協力の推進 

 

（１）地方公共団体による環境協力 

 

（２）NGO/NPOによる環境協力 
 

（３）企業による環境協力 

 

 

４．国際環境協力の実施体制の強化 

 

４－１ 新たな国際環境協力のための国内基盤の強化 

 

（１）環境協力に有効な情報基盤の整備 

 

（２）新たな国際環境協力に不可欠な人的基盤の強化 

 ○ アジア太平洋地域での政策対話や計画づくりのための人材の育成と活用 

 ○ 開発途上国での環境管理プロジェクトに従事する人材の育成 

 ○ 研究者の育成 

 ○ 人材活用のしくみの整備 

 

（３）新たな国際環境協力の推進のための資金の確保・効果的活用 

 ○ 国の関連予算等の拡充・戦略的な資金投入、国際機関の資金活用 

 ○ 多様な主体による環境協力を支援する資金の強化 
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４－２ 新たな国際環境協力を進めるための体制強化 

 

（１）国際機関への人材の戦略的な派遣 

 ○ 重要な国際機関への環境関連の人材の派遣及び就業機会の強化 

 ○ 国際機関の邦人職員の支援 

 

（２）政府・関係機関の連携及び体制の強化 

 ○ 政府レベルの関係機関の連携・調整機関の設置 

 ○ 環境省の体制強化 

 ○ 環境省とその関係機関の連携強化、関係機関の体制強化 

○ 政府機関・地方公共団体・NGO/NPO・企業の対話の場の設置 
 

（３）我が国の研修体制と開発途上国におけるサポート体制の強化 

 

（４）地方公共団体・企業・NGO/NPOの協力体制の強化 
 ○ 地方公共団体における国際環境協力推進のための体制強化の支援 

 ○ NGO/NPO活動の強化のための戦略的な支援 
 ○ 企業における環境協力推進体制の強化 

 


